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今
年
も
か
天
の
山
の
ま
ち
。
平
塚
に
、
七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
衆
参

両
議
院
の
ダ
ブ
ル
選
挙
が
還
な
っ
た
た
め
、
一
層
に
ぎ
や
か
な
七
夕
ま
つ
り
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
七
夕
ま
つ
り
に
撃
を
添
え
る
「
七
夕
の
女
王
」
は
、
松
竹
の
新
人
女
優
沼
谷

友
好
親
善
の
た
め
、
高
山
市
か

知

子

さ

ん

に

決

ま

り

、

早

く

も

七

夕

の

笈

伝

に

一

役

か

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

平

塚

市

の

'

ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル

e
顔
4

と
し
て
一
働
い
て
い
た
だ
く
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
一
日
(
十
五
臼
)
道
民
セ
ン

の
国
鉄
。
ユ
ー
ロ
ラ
イ
ナ
ー
H

を

タ
1
ホ
ー
ル
で
一
関
か
れ
ま
す
。
夏
の
風
物
詩
。
平
塚
七
夕
ま
つ
り
e

は
、
も
う
す
ぐ
で
す
。
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
七
月
鶴
田
か

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
l
ド
の
完
成
に
パ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
を
設
け
、
楽
し
ら
百
八
十
人
む
高
山
市
民
が
、
七

間
態
も
熱
気
を
よ
り
、
各
種
パ
レ
ー
ド
の
コ
ー
ス
い
催
し
物
を
計
通
し
て
い
ま
す
o

タ
見
物
に
訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

七
夕
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
も
変
わ
り
ま
し
た
る
今
ま
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
は
、
青
年
会
議
所
の
飛
騨
官
岡
山
フ
ェ
ス
テ
グ
パ
ル
に
参

1
ト
東
海
道
本
通
り
の
霊
会
望
的
通
り
と
東
遺
書
り
が
一
七
夕
太
鼓
で
一
幕
議
け
、
ア
マ
チ
加
し
ま
す
。

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
の
中
心
で
し
た
が
、
新
た
に
、
警
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
、

J

パ
ス
の
策
車
場

た
め
、
従
来
の
飾
り
付
け
は
今
年
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
か
ら
西
紅
谷
町
通
女
王
関
谷
知
子
の
ミ
ル
キ
ー
ぞ

が
最
後
と
あ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
り
を
通
っ
て
、
市
民
プ
ラ
ザ
前
に
l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
飛
線
高
山
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場
所

事
つ
熱
の
入
れ
よ
う
で
す
。
出
る
コ
ー
ス
が
追
加
さ
れ
ま
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
七
夕
一
見
物
と
、
実
行
経
略
か
一
部
変
わ
り
今
ま

ま
た
、
三
月
に
完
成
し
た
ば
か
た
。
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
も
に
ぎ
の
み
な
さ
ん
を
さ
ら
に
喜
ば
し
て
す
。
厚
木
方
題
、
伊
勢
原
方
頭
、

り
の
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
は
、
初
や
か
に
な
り
ま
す
。
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
秦
野
方
歯
は
、
乗
車
場
所
が
、
平

め
て
の
七
夕
ま
つ
り
と
あ
っ
て
あ
ま
つ
り
拡
揚
こ
の
た
め
、
海
岸
商
議
(
中
員
十
一
一
時
か
ら
、
土

-
Bは
十

竹
飾
り
の
製
作
に
と
ま
ど
い
は
あ
央
地
下
道
の
還
り
)
は
、
中
央
地
時
か
ら
平
塚
電
報
篭
話
局
の
前
に

る
も
の
の
、
新
し
い
七
夕
ま
つ
り
今
年
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
前
の
交
下
道
か
ら
明
石
町
湧
り
ま
で
、
全
変
わ
り
ま
す
o

お
出
か
け
の
際

の
幕
開
け
と
な
る
た
め
、
熱
気
に
差
点
内
に
、
お
ま
つ
り
広
場
と
し
面
通
行
止
と
な
り
、
五
臼
悶
お
ま
は
、
よ
く
纏
開
拓
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
て
、
特
設
の
「
七
タ
フ
ヱ
ス
テ
イ
つ
り
広
場
と
し
て
、
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス

ト
の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
出
場
者
は
、
バ
ン
ド
名
、
住

所
、
電
話
を
記
寸
人
し
、
デ
モ
テ
ー

プ
(
曲
名
)
を
持
っ
て
、
六
月
二

十
日
ま
で
に
七
夕
ま
つ
り
事
務
局

(
市
鶴
工
課
内
)
へ
申
し
込
み

を
。
だ
た
し
、
市
内
在
住
者
て
結

成
し
た
バ
ン
ド
で
す
。

安 61'l15臼 (日) 日一

10，00 ミス七タコンテスト 市民センタ

アトラクション歌謡ンヲ サーカス、内藤やす

子、山)11費、朝悶のぼる、堀江しのぶ、司会夢大

作、バンド 落合司庄とコ ルデンキャッスル、堀

内保孝とサウンドクロス[入場自由]

食 71'l4日(金)…-
官七夕才一プニングパレード 中心街

13: 00 木遼りまといパレ ド (平塚古式消防蝿存会〕

14: 30 ミス七夕披露ハレ ド、川崎市消防局音楽陣、スタ

ジオベコ

15: 30 小学校音楽障パレ ド(事善小、勝原小、漕小)

16: 00 空手選少年少女パレ ド(平壇空手道協会)

官全日本舞踊連合会会鋼大会

12: 00 チャリテイ公憤 市民センタ一

女 7月 513 (ニ七) ・ …・・
10: 30 ミス七夕・七夕由車中4し、前パレード中心衝

13: 00 ミス七夕市中訪問パレード 市 内

世ラジ才日本公開録音 市民セン$'-

18: 30 平塚七夕まつりトヨタ歌の軒典 出慣.デュークエ

イセス、石川秀葉、?浅香唱、水谷麻皇、山瀬まみ、

松原のぷえ、馬路大作、司会小野ヤスシ、横審畳

間豊とスイングフエース

入場#帯望者柱撞はがきι住所、氏名を記入のう
え〒 220横撰市西区老松町19 ラジオ日本「トヨタ

歌の事典Jf系へ。締め切り 6月初日。多い場合は抽

せんで、 1400人を終T痔。

肯 7月 5沼{臼)…・
日開田鹿ファミリー劇場 2自 1314時 市民センター

ゲ・ゲ・ゲの鬼太郎&藤掛清二軒蛤劇場

入場111< 6月 27日から市民相談室受付で配布

13: 00 郷土芸能大会[入場自由] 中央公民舘

13: 30 ミスオコタ・七夕女王Eと音車障パレード 中心構
書加団体県警者輩離とカラーガ ド融、横棋市消

防局音楽離、日産車体パトントワラ ズ・ベイシル

ノミー、社会奉仕協力留者車躍、平嘩パトンクラブ、

ヨコハマUFOト-)レフラッグチーム、サンマ チ

ングスクール、構野少宜ラッパ藍隊、寒川水仙パト

ン讃苗離、 PLMBA平環パトンチーム、日本ボー

イスカウト平理軍11回

世 7月 8沼(火)……
日 30 七夕おどり輯おどりパレード 中心簡

13: 00 文化連盟公慣〈民謡、民舞、時誌) 市民センター

15: 30 七夕おどりパレード(県内 33団体) 中心間

肯 7月4白(金)-8日(火)…・
世七タフェスティパルスデ ジ市民プラザ前特設舞台

【主な惜し物Ja:開幕をつげる七夕太鼓乱打、②友貯都市飛
騨高山キャンベ}ン「北lけめぐみフェアJ、③七夕まつりアマ
チュアパンドコンテスト、④七夕女王田谷知子ミルキー

ウェ フェスティパル、⑤東海大学レーザー光緯スベ ス・

ラブ・ファンタジ一、⑥花巻鬼剣舞披露

人口 231，516人

世帯 7ヰ，322世帯
(61年 5月 1日現在)

警告fi守百九問弁験議題iiiii 
桝 242K423争議事胃袋韓三出
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①投票襲の綴F事は
①多食盤続 幌補者偶人的氏名を書く。

②窟護審査置 やめさせたいと思う裁判'引には、その氏名のよの欄に

×を書く。やめさせなくてもよいと思う裁判官には伺も審かなし~

③帯輯線神諜JII操滋出 拡補者例人的氏名を書く。
@:事輯院比割1'<:鞭滋出匂政党(党祇);r， を書く。

①不在者投蒙苦手l]l撃のご務F覇者
投来日に仕事や やむを樽ない旅行等で投票所に行けない人は、

事議院は 5月18臼から、衆議続については 6月21沼から、また由民

審先は 6丹28臼か句投票前肢の 7月 5臼(怜まで、不在者投票ができ

る。投鼎される }jは、日暫書に=事由を記入して、提出していたどく

ので 印鉱と投泉所入場盤理券を持参すること c

ー時間 留日今 liiJ8叫 30分~今一様 5時

・場所 平域市選挙竹月一 ~H会( dl役所付属円台)
"1，話23-1111内綿495
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今
年
も
呂
様
、
え
一
日
時
現
世
週
一
足

農
業
湖
水
路
等
の
一
取
水
持
続
と

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
用
水
路
等

の
水
量
が
増
え
る
と
危
験
に
な

る
の
で
、
用
水
路
や
用
水
せ
ぎ

な
ど
で
、
子
供
た
ち
が
遊
ば
ぬ

よ
う
と
投
意
い
た
だ
き
た
い
0

.
蹴
麟
産
課
土
地
抽
出
良
係

年

始

の

出
申
し
込
み
を

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
で
は
、
↓

一
一
月
一
二
十
一
日
か
ら
一
月
五
日
ま

で
の
年
末
年
始
の
利
用
申
し
込
み

を
受
け
付
け
る
。

科
病
希
望
者
は
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
人
数
、
借
泊
包

を
記
入
の
う
一
九
、
平
山
町
出
静
岡

県
出
方
郡
天
城
湯
ケ
島
町
上
船
厳

二

二

O
i
一
ひ
ら
つ
か
天
城

山
荘
(
電
話
。
五
五
八
八
七

一
O
五
O)
へ
。
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
か
ら
、

治
せ
ん
で
利
用
者
を
決
定
す
る
。

な
お
、
正
月
料
理
は
、
二
千
五

百
円
と
な
る
の
で
ご
了
承
を
。

。栄養士H ・H ・...1名
学校教育法による高等学校以上を卒

業し、栄養土の資格を有する方で30歳

1臼現従)

前
夜
組
制
談
室
お

i
一
一
一
一
内
線
ニ
丸
一
一
一

〈
〉
入
機
法
律
相
銭
円
6
月
日
日
(
火
)
、
7
月
1
5
(
火
)

。
持
政
苦
槽
相
談
♂
日
時
3
日
時

。
一
離
系
撞
一
一
相
続
6
月
四
日
(
木
)
、
6
月
担
呂
(
火
)

7
月
3
日
(
木
)
、

7
月
8
日
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
登
記
、
散
説
、
部
翠
萌
制
裁
7
月
日
日
(
金
)
、
日
時
1
3
話
時

。
住
宅
捕
談
6
月
口
日
(
火
)
、
日
時
L

M
時

。
一
融
市
民
相
談
躍
日
(
だ
た
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
目

瞳
-
祝
日
は
除
く
)

。
消
費
生
活
相
談

6
月
四
日
(
金
)
、
幻
討
(
金
)
、
7
月
4
5
(
金)、

日
時
ら
お
時

。
下
鰭
取
引
相
談
6
月
四
日
(
木
)
、
日
時
加
分
1
国
時

八
〉
定
制
年
金
栂
談
7
月
刊
日
(
木
)
、
叩
時
j
t
j

日
時

〈
ば
発
弱
者
援
特
許
格
設

7
月
7
日
(
月
}
叩
時
1
日
時

務
少
年
栂
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
時
)

お

i
七
一
一
一
一
一

月
一
、
金
曜
日
9
時
3
叩
即
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
悩
み
ご
と
は
，
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
ω

お

i
七
八
一
一
一

O

月
5
土
曜
日
9
時
i
四
時
間
分

穣

社

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

ハy
h
w
一
車
ご
と
相
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
母
子
相
談
躍
週
月
，
、
金
曜
日
、
9
時

s日
時
間
分

。
輩
縫
泥
童
相
談
事
週
日
付
，
、
金
曜
日
、
9
時
5
四
時

。
高
駒
場
磯
韓
堀
毅
毎
週
間
月
jt

、
金
曜
日
、

9
時
却
八
甘
5
叩即時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

O
嬬
人
相
談
揮
月
第
3
木
曜
日
刊
時
3
日
時

i事



一
と
し
、
利
益
を
得
な
い
よ
う
に
す

一
る
こ
と
。
ま
た
、
出
践
に
か
か
る

一
費
周
は
、
出
活
者
で
負
担
ず
る
。

一
O
ア
マ
チ
ュ
ア
パ
ン
ド
議
議

一
守
護
需
産
、
夜
勤
、
在

一
学
の
高
校
生
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

一
グ
ル
ー
プ

ア
バ
ン
ド
な
ど
の
一
参
加
者
を
募
集
一
一
v
募
集
数

3
バ
ン
ド

日
山
一
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。
一
中
演
奏
日
日
月
2
日
(
日
)

一二

O
ス

タ

ッ

フ

募

集

了

演

奏

時

局

初

分

ヴ
一
門
V

緊
格
問
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の
一
マ
演
奏
一
場
所
浅
間
緑
地

L

一
市
内
在
住
、
夜
勤
、
夜
山
圭
者
一
マ
締
め
切
り
8
月
訪
日

η
一
マ
募
集
人
員
詩
人
一
な
お
、
由
申
し
込
み
持
に
デ
モ
テ

J
J
r

一
マ
締
め
切
り

6
月
初
日
一
1
ブ
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
の
芝
具
を

制一

O
機

擬

務

募

築

一

添

え

る

。

山
町
一
マ
資
格
市
内
一
在
住
、
夜
勤
、
複
一
@
仮
一
議
カ
ッ
プ
ル
謬
幾

前
一
学
の
し
脅
少
一
年
開
体
、
グ
ル
ー
プ
一
円
v
資
格
市
内
在
住
、
在
勲
在

椴
一
マ
出
腐
臼
待
五
月
2
日
(
日
)
一
章
者
(
必
ず
一
男
女
で
参
加
を
)

制
午
前
一
山
縛
ム
後
4
待
相
山
分
一
話
機
白
時
江
月
2
日
(
尽
)

滋
一
門
V

出
定
場
所
浅
間
緑
地
一
一
μ
待
日
分

戦
一
マ
締
め
切
り

8
月
初
日
一
門
〉
締
め
切
り

8
月
初
白

昨
一
な
お
、
出
活
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
一
@
申
し
込
み
先

宮
城
県
沖
地
震
な
ど
で
は
、
窓
築
物
に
つ
い
て
識
変
す
る
こ
と
に

ガ
ラ
ス
や
外
壁
の
一
部
が
落
下
し
な
っ
た
。
対
象
建
築
物
の
所
有
者

大
き
な
関
心
そ
呼
ん
だ
。
ま
た
、
等
へ
連
絡
す
る
の
で
ご
協
力
を
o

j
i
i
i
j
;三
;
;
2
5
E
5
j
T
i
i
i
j
s
i
i
z
z
z
z
L
i
f
t
i
i
z

平
塚
市
青
少
年
課
内
平
塚
市
一
保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
、
経
一
の
家
宅
介
護
の
援
助
(
ケ
ア
)
一
給
者
あ
て
送
付
し
て
あ
る
の
で
、

一
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
一
済
的
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
一
と
、
設
備
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
ケ
ア
一
お
忘
れ
な
く
。

一
会
事
務
局
(
内
線
五
O
五
)
一
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
料
一
付
き
住
志
の
入
居
者
を
募
集
し
て
一
な
お
、
こ
の
現
況
届
を
提
出
し

!
i
l
i
l
i
-
-
1
1
一
の
紡
付
が
免
徐
さ
れ
る
。
一
い
る
。
一
な
い
と
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が

一
マ
法
定
免
徐
障
害
基
礎
年
金
、
一
マ
入
居
対
象
者
①
児
歳
以
上
の
一
あ
っ
て
も
、
六
尺
分
以
後
の
手
当

綴
後
誕
糊
轍
ず
一
被
用
者
年
金
役
降
客
年
金
(
新
制
一
肢
体
不
自
由
の
+
刀
、
体
幹
機
能
隊
一
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

脳

夕

刻

税

制

耕

一

度

の

3
級
は
除
く
)
を
受
け
て
い
一
審
で
日
常
生
活
が
一
部
介
助
に
よ
一

一
る
方
。
生
活
保
護
法
の
一
生
活
扶
助
一
り
室
長
な
方
②
一
般
就
労
一
党
童
手
当
の

リ

る

東

争

解

一

な

ど

を

受

け

て

い

る

方

一

ま

た

は

障

害

者

の

た

め

の

霊

一

新

規

申

請

を

3
J
A
e
議
離
す
一
マ
塁
翼
徐
失
業
や
所
得
が
少
一
所
、
地
域
作
業
所
に
遇
っ
て
い
る
一

一
な
い
な
ど
の
た
め
保
験
料
を
納
め
一
方
、
あ
る
い
は
就
労
ま
た
は
透
竺
六
イ
一
年
度
の
児
叢
手
当
・
特

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
震
健
康
保
険
歪
章
、
独
立
一
で
あ
る
。
ぜ
ひ
ご
理
解
を
い
た
だ
一
る
こ
と
が
著
し
く
凶
難
な
方
一
可
能
な
方
富
需
ケ
ア
喜
一
悲
話
業
主
主
け
付
け

納
め
る
保
護
と
、
関
a

県
か
ら
一
採
算
書
と
し
て
い
る
が
、
捕
獲
一
き
、
保
倹
言
語
内
に
納
め
て
一
議
案
件
に
該
当
す
る
と
き
一
時
必
姿
と
し
な
い
方
害
内
に
一
て
い
る
。
言
語
請
を
。

皇
室
、
市
の
…
雲
計
か
ら
一
等
る
た
め
の
襲
警
警
が
一
い
た
だ
く
よ
さ
協
力
を
お
願
い
石
、
保
険
料
を
嘉
の
ま
ま
に
せ
て
き
上
書
し
て
い
る
万
一
実
六
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

の
繰
入
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
一
留
保
堅
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
一
し
た
い
。
一
ず
、
市
役
所
年
金
係
で
免
除
草
一
マ
入
居
室

5
人
一
い
る
新
し
い
児
童
予
三
二
人
以

る
ζ

一
i
(
|
!
l
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
一
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
守
護
平
塚
市
長
壁
画
一
一
上
養
育
し
て
い
る
さ
の
申
請
も

し

か

し

、

こ

こ

数

年

来

、

幸

一

い

一

た

だ

し

、

免

除

を

受

け

た

期

間

一

一

一

受

け

付

け

て

い

る

の

で

、

富

手

重
緑
化
月
間
に
あ
わ
せ
、
今
一
の
国
民
震
装
て
診
療
を
章
一
サ
ラ
ワ
!
?
ン
の
一
撃
は
一
は
、
葉
年
金
を
草
す
る
と
き
一
マ
家
貿
易
一
一
一
万
円
以
内
一
続
き
を
。
た
だ
し
、
支
給
要
件
が

年

で

十

三

塁

と

な

っ

善

意

た

墨

書

、

被

保

警

の

章

一

一

保

険

料

を

納

め

た

場

合

の

一

一

一

分

の

一

そ

の

一

義

妻

、

議

書

、

一

あ

る

の

で

、

市

児

童

諜

児

童

係

壌
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
一
化
と
と
も
に
医
学
会
議
君
主
題
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
一
一
に
減
額
さ
れ
る
。
そ
ご
で
喜
一
私
的
生
活
毒
は
自
己
負
担
。
一
(
内
線
二
一
六
)
へ
問
い
合
わ
せ

今

由

参

加

し

た

の

は

、

小

学

校

一

歩

に

よ

る

受

診

件

数

の

増

加

な

ど

一

一

に

ゆ

と

り

が

で

き

た

と

き

、

免

除

一

マ

串

し

込

み

6
月
お
日
ま
で
に
一
て
い
た
だ
き
た
い
。

十
四
校
、
事
詩
校
の
十
八
校
一
で
、
書
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
一
新
し
い
襲
年
金
制
度
で
は
、
一
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
将
一
を
受
け
た
富
の
保
険
料
を
過
去
一
毒
薬
襲
警
需
係
(
内
一

で
、
ハ
レ
1
琴
同
警
官
一
ア
!
マ
に
一
る
。
そ
こ
て
こ
れ
ら
に
対
処
す
一
厚
生
年
金
や
さ
労
組
合
に
加
入
し
一
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
お
一
十
年
間
同
さ
か
の
ぼ
っ
ず
治
め
る
こ
一
線
一
一
一
一
一
)
へ
。
一
i
l
i
l
i
-
-
-

若
葉
に
か
け
る
」
と
題
し
た
一
る
た
め
、
一
雲
計
か
ら
の
繰
入
一
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
そ
れ
が
あ
る
の
で
ご
注
意
を
。
一
と
が
で
き
る
制
度
が
あ
る
。
一
j
l
I
l
i
-
-
一
看
護
要
員
の

八
幡
小
学
校
の
花
壌
が
六
年
連
続
一
金
を
増
す
と
と
も
に
、
や
む
を
得
一
れ
て
い
る
婆
は
、
留
民
年
金
に
加
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
後
年
金
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
険
年
金
一
一

で
暴
言
に
選
ば
れ
た
。
妻
一
ず
農
襲
保
検
事
税
率
を
、
一
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
課
年
金
孫
(
内
線
二
五
一
)
へ
。
一
草
案
(
内
線
二
五
二
へ
。
一
究
室
手
当
特
例
一
募
集
と
登
録

詰

駐

日

間

ド

一

日

月

時

計

笠

養

院

ド

詩

h
A一
留

民

年

金

保

険

一

マ

宅

集

J
一

給

付

現

況

屈

を

一

れ

お

わ

れ

草

間

同

信

マ
優
秀
賞
吉
沢
小
学
校
、
葉
一
五
百
一
一
高
か
ら
五
香
六
十
一
人
が
収
入
毒
る
よ
う
に
な
っ
た
一
料
の
免
除
制
震
二
住
募
一
一
児
童
字
予
特
例
給
付
を
受
け
一
し
て
い
る
。

小

学

校

一

君

、

平

等

割

九

千

七

百

二

十

月

一

と

き

、

離

婚

な

ど

で

配

偶

者

か

ら

一

一

一

き

の

一

一

て

い

る

方

は

、

六

月

一

二

十

日

ま

で

一

ヤ

喜

市

内

在

住

宏

保

健

婦

、

マ
貫
食
壁
小
学
校
、
な
で
一
か
ら
一
万
一
千
七
百
六
十
円
長
一
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
配
一
翼
年
金
加
入
者
の
う
ち
、
白
一
一
付
者
一
一
長
震
を
一
提
出
し
て
ほ
し
い
。
一
助
高
看
護
婦
玉
、
蓄

し
こ
幸
校
、
大
原
小
学
校
、
大
一
正
し
た
よ
菜
、
最
震
度
額
三
偶
者
が
退
職
し
厚
生
年
金
保
険
や
一
営
警
告
第
一
号
被
保
険
者
の
二
ア
居
一
一
こ
の
現
況
望
、
義
者
の
前
一
護
帰
宅
)
の
皆
様
が
あ
り
、
災

野
中
学
校
一
一
一
ア
ア
五
万
円
か
ら
一
一
一
十
七
万
円
に
一
共
済
組
合
の
加
入
者

τな
く

な

っ

一

言

、

自

分

再

検

料

品

め

な

一

「

ケ

入

L
一
年
の
所
得
の
払
と
、
六
月
亘
書
に
協
力
い
た

5る
方

マ
努
力
賞
山
下
小
学
校
、
富
士
一
引
き
上
げ
た
が
、
資
産
観
は
喜
一
た
と
き
な
ど
は
、
震
年
金
孝
一
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
身
体
障
害
者
の
社
会
重
喜
一
霊
む
養
育
の
状
況
な
と
を
確
認
す
募
集
方
法
所
定
の
用
紙
で
消

見
小
学
校
、
真
土
小
学
校
一
の
二

O
で
据
え
震
い
た
。
一
続
き
が
必
要
と
な
る
。
一
た
だ
し
、
低
所
得
の
方
や
生
活
一
立
を
促
進
す
る
た
め
、
臼
常
生
市
浩
一
す
る
も
の
。
用
紙
は
、
す
で
に
受

平
寝
室
草
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
一
に
浅
間
緑
地
で
脅
一
年
フ
ェ
ス
テ
ィ

実
行
委
員
会
で
は
、
「
飛
び
出
そ
一
パ
ル
を
開
く

fεに
な
っ

FMO

う
今
、
ふ
れ
あ
い
と
喜
び
を
求
め
一
そ
こ
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ス

て
」
を
テ
!
?
に
、
十
一
月
二
日
一
タ
y
フ
や
、
模
擬
感
、
ア
マ
チ
ュ

平
常
時
や
強
風
時
に
お
い
て
も
モ

ル
タ
ル
や
タ
イ
ル
、
広
告
物
な
ど

が
落
下
し
て
、
通
行
人
に
被
害
を

与
え
る
事
故
が
起
き
て
い
る
。

建
物
は
、
一
度
建
築
す
る
と
本

久
に
安
全
だ
と
司
お
れ
る
傾
向
が

あ
る
。
し
か
し
、
点
検
を
怠
る
と

部
材
の
腐
食
、
緊
結
材
の
ゆ
る

み
、
外
壁
材
の
浮
き
な
ど
が
、
知

ら
ぬ
ま
に
進
行
し
て
落
下
の
恐
れ

が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
落
下
物
に

よ
る
事
故
を
未
知
に
紡
止
す
る
た

め
、
繁
華
街
と
避
難
道
路
沿
い
を

市へのご窓見や嬰皇室、苦情などがあった

ら、お気軽におtt:かけを

①5月198(木)
.10時 -12時土産公民館

.14時 -16時吉沢公民館

①S汚268(木}
. 14時~<16時甥公民書官

。19時-21時怨北公民書官

① 7)寺1013(木)
• 19時-21時 金巴公民豊富
開匂広報課JT:聴保

イ主民異動届は、選挙、就学、国民年金、国民館鹿保

険、予紡接覆、印鑑政明などの乞とになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず日日以内に届け出を

してください。

届け出には、その方の氏名、住所、異動した年月

日、 f従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

主等が届け出ること9こなっています。

うその届け出をしたり、正当の理由がなく摺け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合があります。

凝担当 市民課市民異動慌(電話回一日11内錦234)
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(4) 昭和6守年6~吾寸 S臼

ここは捗滋です。揖けません

せっかくのベンチも放霞自転車がじゃまを

今
ま
で
道
路
と
い
う
と
、
自
動
車
通

行
中
心
の
道
路
と
し
て
考
え
ら
れ
、
歩

道
に
つ
い
て
は
あ
ま
位
関
心
は
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
歩
道
は
職
業
・
年
齢
を
異
に

す
る
老
若
男
女
が
行
き
来
す
る
場
所
で

す。
つ
ま
り
、
歩
道
は
歩
く
だ
け
の
場
所

で
は
な
く
、
態
い
の
場
所
で
あ
り
、
出

合
い
・
触
れ
合
い
を
求
め
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
し
い
街

づ
く
り
と
し
て
、
昨
年
ロ
月
の
歩
行
者

専
用
道
路
と
し
て
の
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー

ド
の
オ
ー
ブ
ン
を
胎
め
と
し
て
、
駅
周

辺
の
整
備
が
始
ま
り
、
今
で
は
市
民
の

憩
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
憩
い
の
場
も
心
な
い

ん
人
々
に
よ
っ
て
狭
め
ら
れ
て
い
る
の
が

耐
震
で
す
。
お
互
い
に
正
し
い
マ
ナ
ー

り
で
衝
を
き
れ
い
に
し
た
い
も
の
で
す
。

時

高

は

、

売

ち

の

貴

重

公

共

の

で
場
を
堂
々
と
使
用
し
て
い
る
自
動
車
、

輔
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
ゴ
ミ
、
議

駐
の
商
品
な
ど
、
い
く
つ
か
を
レ
ポ
ー
ト

却
し
て
み
ま
し
え

こ
日
曜
臼
の
午
後
、
自
転
車
に
図
ま
れ

た
ベ
ン
チ
で
窮
腐
そ
う
に
謡
、
内
一
い
を
す

る
親
子
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

不
二
家
チ

i
ム

に
功
績
杯
贈
る

-慰問 7 月 15 El~ 9月13臼

・時間 8 時30分~17碍

・賃金 日額6.000円

・対象 男子の大学生に限る

0清掃作業員
・期間 7 河 10 臼 ~9 月 5 日

※タトの条件は、薬剤散布作業員とi弓じ

0申し込み

工場も忠告書も会社も学校も

1ELいマナーで

71事

本年 7月 lfJ現花で、会社からf占舗、学

校、神字iなと事業を行っている所すべてを

対象とした、事業所統計調資が実施される。

この調査は、出勢調査と並ぶ国の最も基

本的な調査で、その結果は、

間体のわ政施教の接礎資料として、

れる。謁奇異が向うので、関係するみなさ

んは、ぜひ、ご協力を。

※問い合わせ平場市総務部総務繰統計親愛係

レ
十
教
育
委
員
会
で
は
、
ロ
ス
ア
ン
一
マ
2
佼

中

原

竺
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
無
差
一
ヤ

3
位
岡
崎
、
大
原

ン
一
別
級
ワ
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
山
下
一

三
泰
裕
六
段
喜
一
九
、
柔
道
教
室
一
婦
人
体
力
づ
く

鵬

首

く

。

一

り

教

室

を

開

く

創
一
一
〉
臼
時

7
月
日
日
(
金
)
午
後
一

も一

2
時
1
5将
一

今

年

度

第

二

砲

の

婦

人

体

力

つ

ご
マ
会
場
見
一
宮
室
嘉
一
く
り
教
主
が
閤
聞
か
れ
る
。

旧
一
マ
対
象
市
内
小
学
校
5
・
6
年一

7
日
程

7
月
9
5か
ら
9
月
幻

↓
一
生
蕊
よ
び
市
内
中
学
校
生
徒
一
日
ま
で
の
丹
、
水
、
金
曜
日

パ
一
円
v
内
容
講
演
、
実
技
海
道
w

了

第
1
コ
!
ス
午
前
9
持
鉛
分

一
マ
講
師
同
件
藤
由
民
丹
波
七
段
(
東
海
一

t
m時
刊
分
百
五
十
人

一
大
学
教
授
)
、
山
以
下
泰
裕
六
段
一
園
第
2
コ
!
ス
午
前
山
時
印
分

一
(
東
海
大
学
助
教
授
)
ほ
か
一

i
u時
何
千
江
ト
人

一
マ
問
い
合
わ
せ
先
見
掛
川
ム
ロ
体
育
一
マ
会
場
見
約
台
体
育
館

一
館
内
体
育
課
(
電
話
泣
上
一
一

O
Jハ
一
マ
内
容
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
主
体
に

一

(

)

)

一

柔

軟

体

操

、

ゲ

!

ム

等

れ
'
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今年も次のとおり行うので、市民のみな

さんも、ぜひ、ご協力いただきたい。

とき 7月6[3 (段)
午前5時 -7時(2時鱈)

集合場所市民センター蔚

燕主語翻』草者詩夫涼珂守、持曹持事用薬はご持事を/
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。
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ま
で
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で
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な
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豊富419~

※問い合わせ 判求球場33~1166

{思村地区1
6 月 16 日{荘村第ド!治会、JJ!卒.n~J也J' ldì :2:'

6月 17日 間キ守第三円前会、日のが'J1J古川治会

6月 18El fH村第刊行治会、サニーメソンド域

自治会

6月四日 間村第fL円前会、 ftJ村第六1I治会

{機内地区]

6月21日、 23白構内自治会

6月24日 横内打出会、構内[司会由連0f~1治会

[措島地区}

6月25臼 小鍋島r3治会、下島第→[.fj地内治会

下急車 l型地内治会
6月26日 大島忠治会、大島!、取也円治会、 下島

自治会

6月27臼城所自前会

[重量沼地区]

6月30日 小嶺自治会、打間本日治会

7月 1白 宮下自治会、本鵠自治会

7Fl2日 豊中自治会、管子構内治会
7月 36 平等寺自治会、西前自治会

{念沼地区]

7月 5日 長瀬町内会、飯島行治会

7月 7日、 8日長持町内会

7月 9臼、 10日 fUl縄町内会

7月 11日、 12臼 人野町内会

{同時地区1
7月 14目、 15日 ふじみ野自治会

。プロ野球公式戦
・6丹口滋(火)18時 大洋一一広島
※タ野賭は当日売り。よ人1000円、 jと
快4叩円、早めにお出かけを。

く〉プロ野球イースタンリーグ
・7月 2日(ノj叫 13時大沖〕日本ハム
・7月5日〈七}18fi寺メJ栄一日人
・7月6日([JJ14時大作 11本ハム

0高校野球甲子関予選
• 7 月四日 (H)~25日(金〉

(5) 

く〉見向台体育館(電話31-3057)
・開政調扇 卓球、パドミントン、パスケ

ット、軟式躍球(13時 -16時)、パレー (16時
~20時)

・6月16E1(舟)午撞 1 時~8時

・7月14臼(月)。

E認際平和王手(1Y P)キャンペーンコンサート
ニューヨーク晶ひらつかヤングフェア

年際平和
1 宮 8 6 

国

ニューヨークから高間仕.大;宇今の混声合唱聞が

やってくる。

く〉良時 7月5El (ニ主)
午後 1 時間分~3 時 30分

く〉会主豊 中央公民館(大ホ-J(，.)
。出演 アメリカ a ウエストヒルチャンパーシンガー

ズ(曲n ボヒュラー青葉ほか)
11本 平塚江南高校、は鵠中学校外のコ ラ

スグループ、ブラスパンド

如、当 平塚市地域づくり課市民文化係

。金国地~体育鍍(電話31… 2136)
・開融揖宿 パスケット(16時~20時)、パ

ドミントン、卓球(13時~16時)、パレ

( 9時--13時)

・6月16E1(月)午前9時~午桂8時
・7月 7EI (丹
• 7月21悶(月}

楽 8月分の申し込みは 7月 1日"'寺から

得種目ともラケット、シャトル、ホー

ルは各自持参を、また、上ばき用運動

くつを用意すること。

歯菌に利用できます

71事



(6) 
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。
一

マ
テ
i
マ
軍
縮
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②
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双
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、
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ス
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・
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小綴・文学

戯遊の俳人与毅蕪村 山下一海

ハガルの荒野 大原富枝

独娘寵伊達政宗 西野辰吉

好吉になったら読む本 藤本義一

アメリカ素描 司馬遼太郎

獲の中 後藤明生

有明の別れ 南条範夫

毒杯出村媛ー詩集 田村経一

幕末未来人 蓬莱苦手三

江戸狂歌 なだいなだ

馬喰八十八伝 井上ひさし

風の対詩集 五木寛之

家庭 E 生活

ブルーストと同じ食卓で i土静雄編
舞鱗占身体 芦原英了

花沢徳衛の恥は替き捨て 花沢徳衛

牡丹百花草 橋田亮二

東急ハンズ手づくり商法の秘密

片山又一郎・間本正取

新・ 365日の臆芸主主科 主輔の友社

伎まいのエクステリア 講談社

社会科学・その他

一日一話人物歳時記 今泉亙鎖

やわらかい人間関係 斎議茂太

新革金の実際知識 高原宣日召

医者からもらった薬がわかる本

木村繁

西部の町の物語

ダグラス・ D'マーティン

大和路をあるく 入江幸吉

金利計算マニュアル

金融ヂ タ・システム編著

辞警にない英語函自読本

辞醤にないことば研究会編

地震のはなし 浜野彦

e 会場 開言書館 3階会議室

e費用 500円〈テキスト代)

・持参するもの 捷食、はさみ、筆記用呉

・申し込み 6月四日(木)までに問書館ラ

イブラリーへ。

古体韓日 革連月曜日、月末

や長田醤描 千254~受間町12-41室電話31-0415

ヵサークル会重量募集

。さくらん哩ザータノレ

アコーデイオンの基本的練習

ー練習日 毎月第 L 3火曜日

・時間 20時-21時

ー対象脅年、一般 10人

C若草杜交ゲンスサ-71レ
社交ダンスの基本的練腎

咽棟習日 華週金曜日

・時間 19時-21時

・対象青年 20人

会申し送品電話ヵ、来館を

合体舘滋 躍週月曜日

ぜ字青少年金舘

千 254):実路傍J12-41 電電略32-7029

泊対象 市内作イ主の幼児、小学校低学年

申し込み 7月 1日から図書館こども室で

入場券を無料配布ずる。先着160人

台こども峡E霊会
れ 6月15臼(包)同時、 14時 ・3階ホール

「動物関日記j アニメ66分

け 7丹13S (臼) 10時、 14時.3階ホル

「オズの措法官いJアニメ59分 アメリカ
の児更を文学者ライマン・ F'ボウムの空想

と現実の入りまじったお話の世界。

女検言語会
り 6月22S (S) 10時、 14時・ 3階ホール

「望郷190分 ジュソアン・デユウ J ヴィ
エ監督のフランスi喚問。ジャン・ギャパン

とミレ ユ・ハラン主積。名況が措く恋の

1-，¥引脅s字。

合16ミリ襖写機言書留会
晴朗[1 6 rJ2()f J (金) -6月2]日 (七)

.H手Fd号 9"寺]5ラ}"-16B;of 

古車著書吉10湾年記念特別緩
1ft"コ生存ものたちj
・期間 7 JJ15fJ (火 )~8q30 [i (U

・会場特別属市宅

会体輯銭 毎週I1曜日、月末。屯お、 7lJ14 

はまでは展σ、替え 1事のため、属.，ミヲての見
学、プラネタリウムの輯藍はできない。

会博物舘 千 2545議開町12-41管童話33-5111

すなつのおはなし会
・日時 7月四円〈七 14時~日時30分

野会場同書館3附ホール
・内容 ひとり謂り「茶葉柿、描とねすみの

ともぐらし、馬とえの捕とに"とりの庁ι
111んはの話」映画「チロの木大きくなあれ、

ラーメン天間J

a両者 '"野いわお(おはなしおじさん)

すサマーセミナー募集
2拍 3Sで、土層地区の自黙や人々の生活

白樺予を親撃する。

・期間 7月30日〈水) -8月 1円〈金)

・場所 こと麗七顕在とその曙辺

・対象小学校 5年~中学校 3掠の男女30人

・書加費 5守500円〈食費、宿泊費等〉

・申し込みサマ セミナ案内書をお読み

のうえ7月 5日(土〉までに博物館へ。多
散のときは抽せん。なお、車内書は、 60P-J

切手をお送りいただければ郵送する。

会自然綴祭入門講産主
室内で田諮と、野外指揮で小動物の生態観

曹の方法を学ぶ。

・対象小学校5草生以上 30人

・申し込み 7丹18日までに柱揮はがきで。

どちらか 1Sを書加するときは、希望日そ
明記すること。多数のときは抽せん。

fクモを踊べようj
・日時 7月23日〈水) 9時四分~同時
・講師新揮東一氏(東亜クモ学会)

fアリそを輯べようJ
-日時 7月24臼(木) 9時30分-16時
・講師酒井春彦氏(大井町立大井小学校)
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矯
予
紡
教
室

。
6
月
初
日
金
自
公
民
館

(
講
幅
削
平
塚
一
共
済
病
院
整
形
外

一
科
医
師
)

7
6月
幻
臼
金
言
公
民
館

今
茎
か
三
百
が
ん
施
設
検
一
や
お
1
二

六

六

二

)

一

(

霊

童

相

尊

重

議

員

)

診
純
一
年
に
一
度
、
自
由
に
受
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
課
一
・

7
月
初
日
四
之
宮
長
民
館

診
で
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
(
内
線
二
五
九
)
へ
。
一
(
講
師
野
村
直
弘
侯
繭
)

し

た

が

っ

て

、

施

設

検

診

希

望

一

一

a
7
丹
羽
目
四
之
宮
吾
民
館

一

章

、

直

接

毒

機

関

と

日

程

を

一

地

区

公

民

館

で

一

(

語

体

育

課

体

重

量

一
決
め
受
け
て
い
た
だ
き
た
い

o
f
健

康

教

室

開

く

一

マ

中

年

か

ら

の

雪

崩

気

一

役

所

へ

の

申

し

込

み

は

、

不

姿

で

一

一

・

6
月
四
日
花
水
公
民
館

一

あ

る

。

一

鍵

響

き

る

た

め

、

各

地

区

公

一

(

議

制

山

本

隆

策

医

師

)

一
義
襲
警
語
、
保
険
註
一
民
館
を
会
場
に
、
襲
撃
が
亘
書
簡
は
い
ず
れ
も
午
後
1

詰

一
と
、
鍵
媛
字
穏
を
お
持
ち
の
方
は
一
か
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
多
加
を
。
一
分
か
ら
3
持
ま
で

一
手
様
も
一
緒
に
医
続
へ
提
示
を
。
一
マ
高
血
ぽ
を
予
妨
す
る
た
め
に
一

一
マ
会
場

7
7月
3
日

豊

凶

公

民

舘

一

体

臼

の

急

病

は

一
牧
野
民
続
(
八
重
咲
町
・
れ
一
一
て
語
北
原
実
;
聖
母
一
急
患
診
療
所
へ

一
一
ニ
六
四
)
、
高
山
医
続
(
途
上
ヶ
一
・

7
月
4
日
松
が
丘
公
民
館
一

一
丘
ム
二
五
七
八
)
、
自
一
家
鹿
一
(
講
師
梶
一
豊
苓
底
師
)
一
休
臼
に
、
急
病
に
な
っ
た
と
き

一
婦
人
強
医
院
(
議
官
出
町
e
u
u
i
一
一
マ
子
宮
が
ん
に
つ
い
て
一
は
、
休
日
急
患
診
療
所
へ
直
接
来
一

一
八
一
八
)
、
平
産
婦
人
科
窓
院
一
・

6
月

訪

日

書

公

民

館

忘

さ

れ

る

か

、

霊

長

室

。

一

T
一
(
明
石
町
ム
|
一
ニ
八
一
五
二
(
霊
池
田
護
軍
)
一
マ
所
在
平
塚
事
長
1
口
一

児
期
(
五
重
婦
人
科
怒
院
(
見
附
町
・
一
・

6
月
百
土
屋
公
民
館
一
(
春
日
野
中
学
校
北
側
)
ナ
夜
間
午
後
7
時
i
m器
分
一
白
の
み
)
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン

認
見
一
辺
六
一
一
一
五

O)、
川
口
産
婦
人
一
(
講
総
選
一
医
師
)
一
マ
霊

H
1
0
一
一
一
一
一
昼
間
の
診
療
科

E、
小
児
一
千
、
市
役
所
健
康
謀
議
@

楠
時
間
一
科
医
院
(
立
野
町
ム

i
O五
二

-
A智
大

野

公

民

館

で

午

前

9
待
望
九
時
葬
一
科
、
内
科
、
外
科
、
歯
科
で
、
耳
一
内
線
二
五
九
)

T
J」
一
六
)
、
今
井
医
院
(
畳
間
出
町
ム
一
(
講
師
篠
塚
昭
夫
医
師
)
了
干
後
一

1
降
初
分
1
4跨
翌
二
鼻
科
、
欝
判
等
は
雲
師
を
紹
介
す
一

加
問
配
)
一

l
一
二
八
四
)
、
正
木
産
婦
人
科
一

j
j
i
l
l
-
J
I
l
l
i
-
-
7
0夜
間
は
、
小
児
科
、
内
科
、
一
マ

i
ク

の

い

ろ

い

ろ

~

治

く

料

一

医

院

(

徳

延

・

汎

一

一

一

五

二

一

3を
r↓
コ

。

一

益

事

y

開

措

J
t一
一

)

、

熊

谷

産

婦

人

室

続

(

真

一

報

議

以

上

の

鐘

康

診

査

一

け

引

去

最

は

、

健

康

保

一

れ

覇

診

車

詰

地

一

;

二

八

O
一

一

一

)

、

高

喜

一

一

険

証

を

忘

れ

ず

に

。

一

管

輩

記

喜

劇

一

人

科

最

(

中

康

-M15一
自

分

の

縫

液

状

簡

を

自

会

議

一

を

行

う

。

一

一

ど

輩

記

三

)

、

前

回

産

婦

人

科

(

桃

浜

一

理

し

て

も

ら

う

た

め

、

四

十

歳

以

す

料

金

章

一

予

防

接

種

カ

レ

一

i
-

一
上
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
一
般
一
受
診
の
際
は
、
保
険
誌
を
雲
一
ン
グ

i
を

配

布

一

冷

凍

食

品

の

認

定

絞

一
健
康
診
査
を
家
胤
し
て
い
る
。
一
す
る
。
ま
た
、
健
一
騎
手
綴
を
お
持
一
一
こ
の
マ
ー
ク
は
、
(
社
)
日
本

一
か
か
り
つ
け
の
病
問
拭
咽
医
院
一
ち
の
方
は
、
健
福
間
手
帳
も
お
忘
れ
一
赤
ち
ゃ
ん
の
予
紡
接
種
カ
レ
ン
一
冷
凍
食
品
協
会
が
内
主
基
準
を
設

一
(
市
民
病
問
問
は
徐
ノ
¥
)
に
ご
相
談
一
な
く
。
一
ダ
i
キ
品
捕
え
て
あ
る
の
で
、
ー
純
一
け
、
そ
の
基
準
に
適
合
し
た
工
場

一
の
ヨ
ヘ
毎
年
、
自
分
の
整
斉
一
な
お
、
四
月
は
、
一
千
百
八
十
一
用
を
。
一
で
生
産
さ
れ
、
品
質
や
衛
生
請
に

一
に
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。
一
一
一
一
人
の
方
が
受
診
し
て
、
自
分
の
一
マ
場
所
各
地
ば
必
民
館
、
保
健
一
つ
い
て
も
組
合
し
た
製
品
で
あ
る

一
マ
霊
室
、
心
臓
病
や
重
義
一
健
康
毒
か
め
て
い
る
。
ま
だ
長
一
セ
ン
タ
ー
、
予
防
毒
事
(
当
一
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
の
病
気
な
ど
、
成
人
病
の
早
期
発
一
け
て
い
な
い
方
は
、
主
治
医
と
ご
一
一

一
見
、
早
矧
治
療
を
自
的
と
し
た
理

一
学
的
検
査
、
検
尿
、
市
山
区
制
制
定
な

一
ど
。
必
要
な
方
に
は
、
精
密
検
査

盟会場探韓ゼンター

醸費付午後 2 時~2時

闇母子髄麗手帳本冊・ ~U冊と筆記用

異と曲ブラシを持書

• 7月17日 60年 Z丹生

へ
申
し
込
み
を

盟企増保曜センター

輯受付午撞 Z 時~2 時

盟母子健鹿手帳本冊・別冊と筆記用

異を持番

[ 3か月i尼]
・7丹 2日 61年 3 月 1 日 ~10日生

・7月16日 61年 3 月 11 日~20日生

・7月23日 61年 3 月 21臼~31日生

[l鵡6か月!初
• 7月 2日 60年 1 月 1 日~1O日生

・ 7 月 8 目前年 1 月 11日 ~20日生

・7月15日 60年 1 月 21 日~31日生

(3嘩兇]

~ 7 R 3日 58年 5 月 Z 日~1O日生

• 7月24日 58年 5 月日日~20臼生

・7月31日 58年 5 月 21 日~31 日生

。銭鐙湾審霊沼~食器震設

(午前中)

。成人病綴談

電話 34-"0311

-料金無料

[離陸擁趨]対象は2謹 (24か月〉
~4 誰までの幼児。

髄第 1期(3間) 接種間舗は 2国

3 聞とも 3 週間~8週間

日間} 帯 1期の 3自国

3てから Z年以上 Z年 6IJ¥ 

月以内に受ける。なるべく 4讃ま

でに終了するように。

7月23日 中原公民館、金自公民輯

被岡崎公民館

7月24日 神田公民館、楽金印公民

館、減埴島公民館

7月25日保瞳センタ

子
宮
が
ん
は
、
了
笛
け
い

が
ん
と
子
宮
体
が
ん
と
に
大

別
さ
れ
る
。

子
宮
け
い
が
ん
は
、
が
ん

検
診
が
す
で
に
行
政
レ
ベ
ル

で
取
り
上
J

口
ら
れ
て
お
り
、

消費生活モニター30人による5月の平均偲格

現
在
、
早
期
務
克
の
効
渠
が

は
っ
き
り
現
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ご
く
初
期
段
病
変

は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
、
検
診
の
対
象
を
、

現
在
、
お
歳
以
上
の
婦
人
と

し
て
い
る
が
、
性
然
活
を
も

っ
た
全
第
人
へ
と
年
齢
在
下

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

そ
の
死
亡
率
を
法
ら
す
と
と

が
で
き
よ
-
つ
。

エ
ム
苦
体
が
ん
は
、
最
返
急

増
し
て
お
り
、
現
在
で
は
、

子
宮
が
ん
全
体
の
約
羽
一
一
山
を

占
め
て
い
る
。
体
が
ん
の
診

断
は
必
9
し
む
揺
掛
問
殺
し
以
な

い
が
、
開
閉
経
後
、
お
よ
び
月

経
不
規
烈
婦
人
で
不
正
出
血

の
あ
る
も
の
を
対
象
に
、
内

抽
出
縮
胞
診
を
積
揮
日
間
に
行
日
つ

べ
き
で
あ
る
。

374f可

251円

215円

160Pl 

215F'-:J 

148fl':i 

25SfIJ 
308p:] 

150円

341R 

261円

214円

166ド3

217Pj 

161fT! 

212P3 
306Ft] 

154f弓

サラダi'tlJI 700g 

しょう 2宿 11 ノ、ック

トイレット!
へーパ~ 160m4個人
関 肉|屑刊Og

鶏 卵 M10個人

まあじ!丸山Og

じゃがいも 1kg

みそ lkg

会ハン 1斤

7月2013(詩)
午前の部 10時~11時40分

午後の昔日 13時30分~15時10分

ところ中央公民館

演題君事いろうそくと人魚

定れメロス

申し込み往復はがきで、午前、午後の部

別、参加希望者数(大人、子供)、住所、

氏名、電話そ記入のうえ、 7月 18 (火)

までに「守254平場市追分 1-20 中央公

民館jへ。

とき 8守24S (S) 
午諸君の線 10時総書電

午後の務 2時線量電

ところ布袋センターホール

公演 aすわらじ磁鶴
-入埼終斗六人、子供とも 800円

@約書軍機始 6月 29日(臼)午前 10時か

ら市民センター事務局、市内レコードl吉、

書宿で行う。

・告書体聾韓被 午前の部が 20名以とまとま

ればf'll体扱いとし、 5%望翌日引。
疑問い合わせ市民センター (32)2235 
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一
塞
獲
保
育
稲
談
室
を

沼
田
，
夜
室
、
重
量
れ
し
身
体
灯

十
醐
尭
青
む
こ
と
な
ど
、
乳
日
制
児
mu
一様育

問
円
醐
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
去
も

6
園
マ
相
説
時
間
午
前
日
時
5
午
後
5

年
醐
時
(
日
曜
、
休
日
を
除
く
)
電
話

守
醐
で
予
約
を
。

沼
田
中
場
所
平
嘩
保
育
園
(
宮
の
前
4

町

立

日

裏

目

110一一一一七)

£訴事緩ひらつカも豊富4守9望号

を
作
る
基
礎
講
習
舎
を
聞
く
。

マ
期
日

6
月
叫
日
か
ら
樟
週
火
曜

日

(
4田
)

・
時
間
午
後
Z
時
加
分
5
3時
四

分
マ
会
場
平
塚
市
福
祉
会
館

マ
申
し
込
み

6
月
四
日
ま
で
に
福

祉
会
館
(
電
話
出
l
一一一一一一」一二)へ

県
で
は
、
技
能
尊
重
気
屈
を
広
め

る
た
め
の
樺
諸
を
募
集
す
る
。

守
募
集
期
尚

6
月
日
臼
3
7月
日

日マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
応
募

押
品

(
2
枚
に
つ
き
5
点
以
内
)
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
警
吉
弘
f

ほ

学
校
名
、
電
謡
喬
臨
勺
を
明
記
す
る
。

守
応
募
先
〒
即
横
浜
市
中
区
日
本

大
通
1

神
奈
川
県
能
力
開
発
課

いそう

(
電
語
O
四
五
j

…o一
j
一
一
一

一
内
韓
四
一
四
三
)

一
手
話
講
習
会
を
開
く

手
品
サ
ー
ク
ル
の
じ
戸
会
で
立
、

F
ぷ
品
計
会
を
一
間
ノ
、

円

v
期
日

7
け
1
け
か
う
7
円
四
日

ま
で
の
揮
週
火
曜
日
(
会
5
回
)

・
時
間
ケ
後
1
時
泊
分
1
3
時

守
会
場
予
壌
市
福
祉
会
館

中
申
し
込
み
先
平
揮
市
社
会
福
祉

協
議
会
(
福
祉
会
館
内
・
竜
語
出

一
三
七
七
)

軍
人
態
絵
の
諮
求
を
一

旧
軍
人
普
通
患
結
の
受
給
者
で
、

印
識
か
ら
の
闘
弘
治
年
額
の
計
算
基
礎

に
加
算
年
を
導
入
す
る
改
定
請
求
が

持
ん
で
い
な
い
方
は
、
吏
急
手
続
き

を
。
こ
の
請
求
は
、

9
月
間
日
ま
た

は
、
同
日
以
陣
の
訂
離
の
誕
生
日
也

前
日
に
時
効
と
な
る
。

請
求
用
紙
は
、
市
社
会
課
管
理
係

(
内
綿
二
一

O)
に
備
え
て
あ
る
。

今
技
術
革
新
労
働
講
座

技
附
吊
新
時
代
の
経
訴
と
労
働
を

テ
!
マ
に
芳
樹
講
座
が
開
か
れ
る
。

マ
期
日

7
月
4
日
(
金
)
、

7
月

M
O

臼
(
火
)
、

7
円
刊
日
(
木
)

・
時
間
午
後
6
時
国
分
1
8
時
日

分

門

v
会
場
〈
申
し
込
み
先
県
湘
南
労

骨
セ
ン
タ
!
(
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
1

8

7

電
話
。
四
六
じ
!
出
i

一
七
一
)

社
回
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
交
通
事
故
の
相
談
を
無
料
で
畳

を

い
ま
す
。

こ
要
望
の
樹
木
は
、
保
全
樹

木
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

所
有
者
に
事
情
辛
説
明
し
、
樹

木
の
保
存
と
管
理
に
つ
い
て
配

慮
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
こ

こ
ろ
よ
く
了
解
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
緑
の

保
全
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
市
内
の
樹
木
三

十
七
本
、
樹
林
ム
ハ
か
所
、
生
け

詔
一
一
ニ
か
所
が
指
定
さ
れ
、
大
切

に
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
八
ム
醐
開
護
課
〉 替をしのばせる御神木上山下一

げ
て
い
る
。

マ
時
間
午
前
9
時
却
分
1
午
後
4

時
叫
分
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

守
場
所
平
場
自
動
車
保
蹟
謂
求
相

談
セ
ン
タ
ー
(
宮
町
前
1
1
7
・
電

話
加
1
0
六
八
八
)

七
夕
の
写
真
を
募
集

平
嘩
七
夕
ま
つ
り
実
行
要
員
会
で

は
、
七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
!
ル

を
開
く
。
な
お
、
最
優
秀
伐
に
は
、

平
理
市
長
吋
杯
、
社
状
、
合
金
十
万

円
等
が
贈
ら
れ
る
。

ヤ
題
材
第
沼
田
平
明
暗
七
夕
ま
つ
り

に
関
す
る
作
品
で
、
親
光
宣
缶
に
控

立
つ
も
の

マ
サ
イ
ズ
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
は
キ

ャ
ビ
ネ
以
上
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
門
的
み

サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
司
)
、
ス
ラ
イ
ド

は
出
J
以
上

門

v
締
め
切
り

8
丹
羽

H
(火
)

マ
応
募
先
県
下
カ
メ
ラ
商
協
同
組

合
加
援
活
、
平
場
商
工
会
議
雨
(
電

話

ni
二
五
一
。
)

マ
尭
表

9
月
中
旬

上
山
下
の
バ
ス
停

下
に
、
今
で
は
ど
う

い
う
水
か
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
一
本
の
御
神
木
と
ほ
こ
ら
が

あ
り
ま
す
。
昔
は
、
ご
と
に
熊

野
神
社
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
今

は
子
供
た
ち
の
よ
い
遊
ひ
木
に

な
っ
て
い
ま
士
。

し
か
し
、
汚
い
物
が
ぶ
ら
怠

が
っ
た
り
し
て
い
て
、
と
て
も

残
念
で
す
。
木
主
一
言
え
ど
も
、

大
切
に
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
と

患
い
ま
す
。

〈
山
下
綾
田
サ
ダ
エ
去
』
ん
〉

、
一
?
也
都
市
化
が
進
む

一
3
7
4
ー
に
つ
れ
て
、
出
怖
が

年
々
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
良
好
な
緑
の
潔
壌

を
確
保
し
、
美
し
い
自
然
を
保

一
て
い
く
た
め
、
樹
木
、
樹

生
け
垣
の
保
全
指
定
制
度
目
制
の
高
さ
で
一
幹
の
周
回
が
一
げ

以
上
あ
る
こ
と
な
ど
の
基
準
に

記
は
該
当
し
、
樹
容
が
美
観
一
よ
特
に

・
五
優
れ
て
い
る
受
口
に
留
定
し
て

マ
日
時

6
月
訂
日
(
金
)
午
後
4

寺
5
テー》
3
寺
O
下
f

日
4
4ノー

{
U
U
3
2フ

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

マ
構
題
私
の
見
で
き
た
世
界

マ
講
師
昨
家
椎
名
誠
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
間

公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
(
電
話
時

二
二
一
内
同
時
五
五
O
九
)〈

敬
称
略
V

7
社
金
福
祉
義
金
へ
・
(
株
)
摘
出

生
産
工
業
所
取
締
役
社
長
梅
田
要

百
万
円
、
ブ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
ラ
イ
ト
姫
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
野

島
嘉
章
撞
援
会
会
長
城
所
功
十
万

円
、
カ
ナ
メ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

(
株
)
内
表
取
締
役
橋
田
栄
百
万

円
、
丸
善
清
水
(
株
)
十
万
円
、

水
野
鯉
子
百
万
円
、
サ
ン
ロ
!
ド

あ
さ
ひ
商
居
金
一
万
八
千
八
百
十

七
円
、
市
民
プ
ラ
ザ
募
金
箱
二
万

五
千
六
百
六
十
円
、
二
挺
木
幸
子

十
万
円
、
南
原
馬
頭
観
音
六
百
二

十
円
、
南
館
一
老
人
一
千
三
百
七

十
五
円
、
白
人
会
一
千
円
、
橋
沢

武
司
五
千
円
、
壁
名
五
千
円
、

南
原
I

二
千
十
四
円
、
(
有
)
つ

く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
中
丸
孝
治
一
一
一
千
九
百
六
十
九

円
、
元
中
原
ヤ
ン
キ
ス
一
同
一

万
五
百
四
十
七
円
、
陵
名
二
万

円
、
(
有
)
フ
ジ
エ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ

ス
平
帯
支
庖
…
千
八
百
四
十
円
、

花
水
地
区
南
部
長
寿
会
六
千
四
百

三
十
一
円
、
痘
名
一
千
円
、
花
水

老
人
点
字
同
窓
金
一
同
五
千
二
十

円
、
原
田
コ
ト
一
千
三
宮
二
十
六

円
、
金
子
良
子
一
二
百
八
十
円
、
当

麻
太
輔
一
一
一
千
円
、
高
本
医
院
八
千

六
百
九
十
三
円
、
老
人
ロ
ン
タ
!
利

用
者
二
千
芭
円
、
一
二
長
会
一
二

百
六
4
1

内

マ
老
人
補
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
一
一
一
千

円
、
円
載
の
老
母
一
万
円

マ
交
通
選
兇
へ
・
日
産
車
体
実
験
部

試
作
親
交
通
安
令
委
員
会
一
間

万
五
千
六
百
五
十
一
一
円

マ
車
ま
れ
な
い
方
へ
・
川
内
韓

不
円
マ
投
金
福
祉
協
懇
晋
へ
・
平
塚
市
労

働
祭
実
行
委
員
会
一
一
万
六
千
八
百

円
相
当
品

※
あ
な
た
の
醤
意
を
、
平
環
市
社
会

福
祉
協
議
会
(
電
話
回
一
一
二
七

七
)
へ
。

県動物保謹センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今聞もど欠の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡間収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑JI犬の鑑札j

f住射揖票H費犬手帳Jを持書のうえ会場へ
お出かけを。ねこは麻袋かダンボール箱に入

れていただきたい。

7月5臼(土) I 7 fl12日{土)
9 加神田公民館 9: 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 I9 : 20 調賀公民轄
9 : 50 豊田公民館 I9 : 40 花水公民館

10: 10 域島公民館 I10: 00 富士見公民館
10: 30 金田公民館 I10: 30 中原公民轄
10: 50 関崎公民館 i10: 55 組公民館
11 : 10 金自公民輯 I11 : 15 吉沢公民館

く〉日稜 6月27口(金)10時 -15時釈北口/6
Fl28日(土) 10時 -12時城島公民館、 13時 -15

時豊悶公民館

く〉ご協力ありがとうございました(5fl) 
小松電子金属104本、横浜ゴム{平場製造所)514

本、同(ハマタイト事業部)5r本、横浜エイロタ

イツブ75本、ダイクマ(平醸しらさぎライオンズ

クラブ)190本、キャノンコンボーネソト開発セン

ター87本、糸工主宰ハールロ ド〈平堵ライコナンズク

ラブ) 181本、駅北口86本合計1.288本

まにて財セミなてよ子れたフき すなのすはつ 問ユミ

量をつま;ヨ星雲E多量主 Z主義。主義4雪ぞ主主主ヨき
し漫しJち欲にしなな lしたこ手つで 影なぜら間しぴ(()=ろ
たる ιtし夢たどりムてめンた友 特どなれが、た略
。き干姦52よ寺ふ季京只選会事 主主々 R号そ28ア談
にムをお B ぶきがるのそ意はで ほっそのも妥りに32
雪雲雪雪震は吋時一一時一一 主義話量二芸事事Jて
Ef忠告ぷ予EF主孟 き革主誓君主。義き三 ファミコン
，¥ ，;;る持価きし こプ官三コピごブ、定:るとみ母いこ子うだ遼り供い持君がるをいは
で玄のつ銭、悪し の王71:志筑晶~よ、んさろと f共でな関にはるつがだ日公と子 c

l皇民問ドすtr122号詰れf主計官:SH詐見
学ziE220iE25225zS臼長官j;己主持583重量三
拾を草案支5dZ22 2姿詰京空自主宅三紅花?言語住吉華民
控室語専hE宣2負聖号事 芸誌高て22=5芝完主主字ぞ喜正平正義主
!? i!;i ii jilli i i;liii!!:!?iii iiiiiiii:iiiR EK見村正宗jA長452uzgzZ主於主主主震急時ヰ233Z王者二E言語言語
451P32ポトhji53155山市町EZ12351zLEH252tuL孟長長ぉ22詰丈号室ト雪2528皇
制 ;it2112難題穣鮮点目iiigiiiii 
i;iiijiiii討議記渋i;jjiizj!?
告 53 民主要三円鱗騒騒説会42h せれ日J_~ ~ 
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